
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時：第 1 回 ３月２６日（土）１４：００～１７：００ 
聞き書きってどんなの？ 小田先生の「漫談」に笑い転げているうちに、

自然に聞き書きの基本的手法が学べます。 

   第 2 回 ４月２日（土）１４：００～１７：００ 

 小田先生が聞き手になり、実際にお年寄りからお話を伺います。 

第３回 ５月14 日（土）１４：００～１７：００ 
 １ページ、いえ１行でも OK！！ 第２回講座から１ヵ月の余裕がありま

す。この間に各自仕上げて提出していただいた作品を、小田先生が添削し

てくださいます。そして、第３回講座で小田先生の講評をいただきます。 

皆さん、花丸をお楽しみに！！ 
 
会 場：尼崎市立小田公民館（JR 神戸線「尼崎」駅北側下車東へ徒歩５分） 

講 師：小田 豊二 先生（聞き書き作家） 

参加費：２,０００円（ただし、第 1 回のみ参加の方は３００円） 

対  象：関心のある方（定員１００名） 

申込み：お電話で（06-6493-2935 長谷川(夜間のみ)、06-6411-0600 酒井） 
 

主 催：そのだ聞き書き隊、ひまわり医療生協ひまわり聞き書き隊 
   後 援：尼崎市（予定）、尼崎市教育委員会、NPO 法人 愛逢、阪神共同福祉会園田苑、

阪神医療生活協同組合、ひまわり医療生活協同組合、園田南地域包括支援センタ
ー、 

：尼崎市教育委員会、尼崎市医師会､尼崎市社会福祉協議会（いずれも予定） 

「聞き書きボランティア」とは… 

 人生の先輩であるお年寄りに、どう生きてこられたかを語っていただき、お聞きしたことを一冊の本

にしてお渡しする活動です。 

 聞き手は、お年寄りの経験・体験・知識・知恵を後世に伝える橋渡しをします。語り手は、語ること

でご自身の人生を振り返り、幸せなできごとや頑張ってきたことを思い出すことで、生き生きとした表

情を見せてくださり、自分のしてきたことの意義を見出せたり、「まだ、やることがある」ことに気づ

いたりします。ボランティアが傾聴することが心のケアにもなります。 

 聞き手であるボランティアは、語ってくださる内容から様々なことを教えられます。自分の生まれる

前の社会のこと、先人たちの苦労、生活の知恵などなど。それは、「お年寄りがひとり亡くなると、地

域にひとつ図書館がなくなる」と言われるくらいです。お聞きしたことを一冊の本にしてお渡しするこ

とで、ご家族からも喜ばれることがあります。 

 あなたも、お年寄りの話を聴き、お年寄りになってみる（！）体験をしてみませんか。 

「聞き書き」ボランティア入門連続講座のご案内 
 

IC レコーダー

をご持参ください。 

    社会福祉法人真澄会特別養護老人ホーム博寿苑 


